
海
村
念
鋤
酎
避
の
地
区
の
営
業
者
五
六
人
、

村
・
高
市
村
耐
酎
諏
錨
現
）
の
地
区
の
営
業
者
五
一
人
、

薬
生
産
会
社
と
し
て
新
し
く
県
内
を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
再
出
発
し
た
の
を
始
め
、

新
企
業
体
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
大
和
売
薬
工
業
組
合
昭
和
一
八
年
度
事
業
報
告
書
に
一
‐
奈
良
県
売
薬
営
業
整

新
企
業
体

備
委
員
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
地
区
的
統
合
に
よ
り
一
○
生
産
企
業
体
を
設
立
す
る
た
め
に
各
地
区
ご
と
に
会
社
設

立
発
起
人
を
定
め
（
昭
和
一
七
年
一
二
月
）
て
創
立
準
備
に
着
手
し
、
昭
和
一
八
年
秋
に
は
臨
時
資
金
調
整
法
に
も
と
づ
く
会
社
設
立
認
可

申
請
書
を
大
蔵
大
臣
と
商
工
大
臣
に
提
出
し
設
立
認
可
を
得
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
各
会
社
設
立
発
起
人
代
表
者
連
合
会
あ
る
い
は

実
績
査
定
委
員
会
、
会
社
代
表
者
会
な
ど
な
ど
を
設
け
そ
の
会
議
は
数
十
回
に
及
ん
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

新
し
く
設
立
さ
れ
た
会
社
は
株
式
会
社
協
和
製
薬
公
司
資
本
金
三
五
万
円
社
長
奥
村
正
信
輔
嘩
恥
壷
躍
唯
匿
峰
越
誰
裟
蝿
唾
○
）
が
輸
移
出
売

の
地
区
の
営
業
者
六
四
人
、

大
和
優
光
製
薬
株
式
会
社
資
本
金
二
五
万
円
社
長
安
本
昌
作
で
、
北
葛
城
郡
一
円
の
営
業
者
三
七
人

大
和
内
外
製
薬
株
式
会
社
資
本
金
四
○
万
円
社
長
森
本
覚
次
郎
で
、
御
所
町
・
吐
田
郷
村
・
秋
津
村
・
蔦
城
村
・
大
正
村
雨
輪
）
・
忍

大
和
高
取
製
薬
株
式
会
社
資
本
金
四
五
万
円
社
長
岡
村
一
雄
で
、
高
取
町
・
阪
合
村
愈
瑚
日
）
の
地
区
の
業
者
五
九
人
、

大
和
橿
原
製
薬
株
式
会
社
資
本
金
四
○
万
円
社
長
細
川
義
三
で
、
真
菅
村
・
八
木
町
・
今
井
町
・
畝
傍
町
・
鴨
公
村
・
霧
瀞
騨
趣
飛
鳥

大
和
合
同
製
薬
株
式
会
社
資
本
金
四
○
万
円
社
長
増
田
弥
内
で
、
船
倉
村
・
越
智
岡
村
愈
遜
・
新
沢
村
・
天
満
村
・
金
橋
村
爾
輸
）

５
設
立
さ
れ
た
新
企
業
体
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